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中期目標と長期目標：
検討にあたってのポイント

２０２０年１５～２５％削減

既存のすべての技術の最適な組み合わせによる
活用の最大化で対応

阻害要因となる社会制度の改革

２０５０年８０％削減

より広範な視点と予測からの検討が必要
（視点：化石燃料の部分的枯渇、人口、産業構造、
価値観などを含む）

予測その１：技術的な進歩をどう読む？

予測その２：市民社会の価値観の変化は？
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これまでの
ＣＯ２排出量削減の恒等式

ＣＯ２排出量／１人あたり
＝ＣＯ２発生量／エネルギー量 （ａ）
×エネルギー量／サービス量 （ｂ）
×サービス量／１人あたり （ｃ）

(a) 再生可能エネルギー、燃料転換、原子
力、CCS（炭素隔離貯留）

(b) 省エネ

(c) 一定（サービス量は低下させない）
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中期目標の達成

ＣＯ２排出量／１人あたり
＝ＣＯ２発生量／エネルギー量 （ａ）
×エネルギー量／サービス量 （ｂ）
×サービス量／１人あたり （ｃ）

０．８５［９０年比１５％削減だとすれば］

＝１．０８ ［２００５年で＋７．７％］

×０．８９ (a)

×０．８９ （b)

×１ (c)
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日本エネルギー経済研究所
限界削減費用
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国立環境研 限界削減費用
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CO2発生量／エネルギーの削減

２００５年のエネルギー使用量を原油換算で
４．１３億ｋL（１６０００PJ）とする

１１％削減は４５００万ｋL相当の再生可能エネ
ルギーの導入

地熱で１６００万ｋL（ポテンシャル５０％）

中小規模水力で７００万ｋL（〃５０％）

太陽熱（エコキュート付属タイプ＋ガス追い炊きタ
イプ）で３００万ｋL（〃６０％）

バイオエタノール４００万ｋL分ブラジルから輸入

バイオマス熱利用３００万ｋL

風力・太陽電池その他で１２００万ｋL 7



自然エネルギーでの解：かなり苦しい！

必須事項

原発の稼働率の画期的な改善を！

日本でもCdTeの安価な太陽電池を！

風力はやはり洋上か？！

ただし、エネルギー自給率向上のために、
ある程度の覚悟をもって臨む！

エネルギー自給率を２０５０年には現在の
食糧自給率程度に！

自然エネ油田、省エネ油田
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省エネ：エネルギー量／サービス量
１１％改善は何とかなるか？

自家用自動車の燃費改善３０００万ｋL

貨物用自動車の燃費改善５００万ｋL

建築・家屋の断熱強化

都市内家庭／業務でのガスコジェネ給湯
（＋水の太陽熱予熱）

廃熱利用技術

エアコン（地中熱利用で北国でも）

照明などの効率向上

産業でも多少：これがどのぐらいか？
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２０１５～２０３０年に普及推進

住宅・建築物関係

高度断熱リフォーム（既存住宅用）

地中熱利用によるマイクロ地域冷暖房

外光導入型照明システム

自然通風型ビルディング

グリーンカーテン式機能

ソーラー暖房ハウス

オフラインの太陽電池利用（２４ｈｒ換気など）

新コタツ文明型機器 後ほど説明

ＳＯＦＣ型コジェネでマイクログリッド
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交通関連

電気バス・電気宅配トラック

電気自動車カーシェアリング

ＳｉＣ，ＧａＮの低損失サイリスタ ＊

大容量キャパシタ ＊

ハイブリッドの太陽電池充電

プラグイン・ハイブリッド 本命

非リチウム二次電池 ＊

熱電変換素子の利用 ＊

期待していないこと

５００ｋｍ巡航距離をもったＥＶ

寿命の長い（５年以上）二次電池
11＊：演者が研究総括のＪＳＴ／ＣＲＥＳＴ研究のテーマ
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自然エネルギーなど

ブラジル・エタノール直接混合ガソリン導入

小水力（水利権を解決）

大深度地熱発電

風力で電解水素生成と液体燃料合成

ごみ・下水汚泥利用の地域暖房

蓄熱剤による熱の売買

集光型太陽熱蓄積（２００℃）による追い炊き

期待していないこと

移動体用水素燃料

太陽光直接変換による水素発生



バイオテクノロジー

グルタチオンによる光合成効率向上＊

森林などにも使えるのか？

バイオで難しいこと

ＣＯ２削減効果が本当にあるか？

微細藻類（バイオハザードの危険性あり）

炭水化物産生型 培養技術の完成度が高い＊

植物油脂産出型 石炭混焼が可能性高い＊

炭化水素油産出型 油の単離は無理か＊

バイオエタノール

糖類からは行ける

デンプンからでもＣＯ２削減効果は少ない

セルロースからはかなり困難 13



エネルギー産業関係

電力貯蔵技術の再構築

低コスト太陽電池（ＣｄＴｅ）

ＮＡＳ電池

高効率コンバインドサイクル

洋上風力（漁業権が問題？）

潮力発電（漁業権が問題？）

廃プラスチック発電の効率向上

循環利用

ＣＯ２の原料化 ＰＣ樹脂、脂肪酸製造

PETのボトルtoボトル、リユース瓶の宅配利用、
ローカルリユースシステム

動力用電池の再生 14



スマートグリッド用要素機器
ＳＯＦＣ型燃料電池

酸素イオンを通す固体電解質を使う

そのため炭素を含んでいても燃料になる

メタンＯＫ．現存の都市ガスがインフラに

マイクログリッドの中核に

速い揺らぎへの対応が可能

家庭内でのマイクログリッドの構築が可能

給湯を合わせて総合効率８０％が可能

電力とガスの供給事業者の協調が重要
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２０５０年に向けて
新コタツ文明項の追加

ＣＯ２排出量／１人あたり
＝ＣＯ２発生量／エネルギー量 （１）
×エネルギー量／サービス量 （２）
×サービス量／満足量 （３）
×満足量／１人あたり （４）

(1) 燃料転換、再生可能エネルギーなど

(2) 省エネ

(3) 新コタツ文明項＝サービス形態の変化

(4) 不変とするが２０５０年では不明
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新コタツ文明とは

必要なとき

必要なところに

必要なサービスを

必要な量だけ

ｃｆ．西欧流は、

セントラルヒーティング
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発想の原点となった製品
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パナソニック
ビューティートワレ
DL-GZ20 など

「必要なときだけ、
必要なところだけ」



TV with Motion Sensor
1/20/2009
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各種テレビの消費電力

有機EL レーザーTV

まずは人感センサー：ソニーが完成
次は視野角可変
視線検知型テレビを作れば、、、、



連結可能な電気自動車

二人乗り 電気自動車 航続距離は３０ｋｍ



従来の経済発展と低炭素経済

22
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低炭素経済

5%経済成長には
5%エネルギー消費増大

これは
相当難しい



グリーン産業革命の多形

第１型：エコプレミアム型 技術的に難しい。

経済規模の緩やかな拡大を進めつつ、徐々
に、社会を低炭素化すること。

第２型：節約型、仙人型 精神的に難しい。

経済規模の拡大を必ずしも目的としない社会
を実現し、低炭素化すること。

第３型：バーチャル型 本物感が無い

観光、会議などをＩＴ技術でバーチャルに実現
すること。
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価格 ≒ ＧＤＰ
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スバル

マインド・セット
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電気自動車の
カーシェアリング 別の価値平面

ＧＤＰ



自動車技術の分類

エコプレミアム型の正常進化

ハイブリッド車→プラグインハイブリッド車

電気自動車は、

電池のコストが１／１０になるか、寿命が３
倍になれば エコプレミアム型

そうでなければ、 節約型のカーシェアリン
グになる。

下手をすれば「亡国型技術」
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